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燃料デブリの臨界特性を実験的に明らかにするため、定常臨界実験装置 STACY を汎用的な軽水減速非均質

炉心への更新を進めている[1]。2020 年 11 月に設工認の認可を取得し、炉心タンク等の構造物の製作を開始

し、2022 年から炉心タンクを支持する実験装置架台等の耐震補強工事に着手している。本発表では、STACY

更新炉の製作及び据付工事の進捗状況を報告する。 
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1. STACY の主要機器の製作 主要機器の製作状況を図 1、図 2 及び図 3 に示す。STACY は棒状燃料と軽水

減速材を使用する臨界実験装置であり、炉心は直径約 1.8m、高さ約 1.9m の開放型炉心タンクの中に構成さ

れる。棒状燃料を保持する格子板は耐震の要求から上中下 3 段に分かれ、格子板ユニットに固定される。炉

心タンクの上にはカドミウム安全板が設置される。その他の機器については、発表において製作状況を報告

するが、全体の製作工程としては、2021 年 3 月から富士電機(株)を始めとするメーカー工場で製作を開始し、

2022 年 3 月に製作を完了した。 

2. STACY の据付工事の概要及び進捗状況 STACY は耐震 B クラスの原子炉として、炉心タンクを始めとす

る主要な機器が剛構造となるよう設計された。このため、既設設備である実験装置架台の耐震補強が必要と

なった。主要機器の据付に先立ち、図 4 のように、サポート柱及び梁を増設する工事を実施した。 

3. 今後の予定 2022 年 8 月以降、炉心タンクを始めとする主要機器の据付工事を開始する。据付完了後、使

用前事業者検査を実施し、設備全体の性能を確認し、2022 年度中に初臨界を達成する計画である。 
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